
　
中
部
地
域
に
は
日
本
の
航
空
機
・
部
品
生
産
額
の
う
ち
約
５
割
が
集
中
す
る
。
三

菱
重
工
業
や
川
崎
重
工
業
、
富
士
重
工
業
な
ど
主
要
機
体
メ
ー
カ
ー
が
工
場
を
構

え
、
協
力
企
業
群
も
多
数
存
在
。
防
衛
省
や
米
ボ
ー
イ
ン
グ
向
け
の
機
体
生
産
に
加

え
、
国
産
小
型
旅
客
機
「
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト

Ｍ
Ｒ
Ｊ

」
の
開
発
も

本
格
化
し
、
自
動
車
産
業
に
続
く
当
地
の
基
幹
産
業
と
し
て
期
待
が
高
ま
る
。

Ｍ
Ｒ
Ｊ
初
号
機
公
開
苦
難
乗
り
越
え
開
発
本
格
化

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
育
成
へ
産
学
官
で
競
争
力
底
上
げ

航空機・部品産業に期待高まる日本の生産額の５割が中部に集中
　　 ２０１３年 平成２５年 １０月２２日 火曜日 （第２部） 　　 （ ）

製
造
が
進
む
Ｍ
Ｒ
Ｊ
と

川
井
三
菱
航
空
機
社
長

　
「
１
日
で
も
１
秒
で
も
早

く
顧
客
に
届
け
た
い
」
。
Ｍ

Ｒ
Ｊ
を
開
発
す
る
三
菱
航
空

機

名
古
屋
市
港
区

の
川

井
昭
陽
社
長
は
こ
う
強
調
す

る
。
９
月
７
日
、
親
会
社
の

三
菱
重
工
飛
島
工
場

愛
知

県
飛
島
村

で
製
造
し
て
い

る
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
初
号
機
を
公
開

し
た
。
機
体
は
機
首
や
中
胴

な
ど
の
各
構
造
物
ご
と
に
分

け
て
製
造
中
。
年
末
か
ら
２

０
１
４
年
初
め
に
か
け
て
最

終
組
み
立
て
ラ
イ
ン
の
あ
る

小
牧
南
工
場

愛
知
県
豊
山

町

で
結
合
す
る
。

　
実
は
同
社
が
Ｍ
Ｒ
Ｊ
を
公

開
す
る
ま
で
に
は
、
現
場
で

す
さ
ま
じ
い
努
力
が
重
ね
ら

れ
て
い
た
。

　
「
９
月
ま
で
に
Ｍ
Ｒ
Ｊ
を

機
体
の
形
に
せ
よ
」
―
。
６

月
下
旬
、
三
菱
重
工
の
工
場

で
は
幹
部
か
ら
こ
ん
な
号
令

が
下
っ
た
。
夏
の
陣
と
題

す
る
幹
部
名
の
文
書
も
現
場

に
配
布
さ
れ
、
主
翼
や
胴
体

な
ど
個
々
に
製
造
す
る
初
号

機
の
構
造
物
を
９
月
ま
で
に

完
成
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
て

い
た
。
同
時
期
に
日
本
で
開

か
れ
る
国
際
会
議
に
関
連
し

て
、
各
国
の
要
人
が
Ｍ
Ｒ
Ｊ

を
視
察
す
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
だ
。

　
文
書
に
は
こ
の
よ
う
な
記

述
も
あ
っ
た
。
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ
は

三
菱
重
工
が
、
日
本
が
威
信

を
か
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
苦
戦
。

し
か
し
よ
う
や
く
部
品
が
そ

ろ
っ
て
き
た
」
。
９
月
の
機

体
公
開
に
向
け
、
作
業
は
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。

　
確
か
に
Ｍ
Ｒ
Ｊ
は
、
日
本

全
体
の
期
待
を
集
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。
半
世
紀
ぶ
り

の
国
産
旅
客
機
。
経
済
産
業

省
が

年
に
構
想
を
打
ち
出

し
た
小
型
航
空
機
を
ベ
ー
ス

に
開
発
さ
れ
、
開
発
費
１
５

０
０
億
円
の
う
ち
３
分
の
１

は
国
が
負
担
。
初
号
機
を
受

領
す
る
の
も
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
だ
。
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の

製
造
に
は
取
り
ま
と
め
役
の

三
菱
重
工
の
ほ
か
に
も
、
中

部
地
域
を
含
め
た
中
堅
・
中

小
企
業
が
か
か
わ
る
。
自
治

体
に
よ
る
共
同
保
有
や
政
府

専
用
機
の
構
想
な
ど
も
あ

り
、
「
日
本
の
翼
」
と
し
て

政
財
界
か
ら
の
注
目
度
も
高

い
。

　
し
か
し
、
開
発
は
順
調
に

行
っ
て
い
な
い
。
三
菱

航
空
機
は
８
月
下
旬
、

Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
納
入
延
期
を

公
表
し
た
。
開
発
遅
延

は
、
こ
れ
で
３
度
目

だ
。
従
来
、
年
内
を
目

指
し
て
い
た
試
験
機
の

初
飛
行
は
１
年
半
遅
れ

の

年
４
―
６
月
に
変

更
。

年
３
月
ま
で
に

開
始
予
定
だ
っ
た
量
産

機
の
納
入
は
、
１
年
超

遅
れ
の

年
４
―
６
月

に
延
期
し
た
。

　
遅
れ
の
最
大
の
要
因

は
、
「
型
式
証
明
」
と

呼
ぶ
安
全
認
証
の
取
得

方
法
の
確
立
に
手
間
取

っ
た
こ
と
。
航
空
機
は

営
業
飛
行
を
始
め
る
前
に
メ

ー
カ
ー
側
が
機
体
の
安
全
性

を
航
空
当
局
に
証
明
し
、
承

認
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
川
井
社
長
が

「
型
式
証
明
を
取
得
す
る
手

段
そ
の
も
の
が
メ
ー
カ
ー
の

ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
明
か
す
よ
う

に
、
簡
単
に
乗
り
越
え
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

　
三
菱
航
空
機
は
こ
れ
ま
で

に
計
３
２
５
機
の
受
注
を
獲

得
。

年
の
Ｍ
Ｒ
Ｊ
事
業
化

決
断
か
ら
既
に
５
年
。
当
初

に
想
定
し
た
以
上
の
生
み
の

苦
し
み
を
味
わ
っ
て
い
る
。

今
後
、
反
転
攻
勢
の
き
っ
か

け
と
な
る
の
は
初
飛
行
の
タ

イ
ミ
ン
グ
。
「
実
機
が
あ
れ

ば
営
業
を
し
や
す
く
な
る
」

川
井
社
長

。
今
後
は
初

飛
行
や
各
種
試
験
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
で
、
再
び
躍
進

の
チ
ャ
ン
ス
を
探
る
。

７
８
７
の
部
材
を
米
国
に
運

ぶ
専
用
輸
送
機
「
ド
リ
ー
ム

リ
フ
タ
ー
」

中
部
国
際
空

港
で

　
一
方
、
中
部
の
航
空
機
産

業
全
体
を
み
れ
ば
、
民
間
機

の
増
産
な
ど
明
る
い
話
題
も

多
い
。

　
日
本
企
業
が
機
体
の

％

を
生
産
す
る
ボ
ー
イ
ン
グ
の

新
型
中
型
機
「
７
８
７
」
。

１
月
に
は
バ
ッ
テ
リ
ー
ト
ラ

ブ
ル
に
よ
っ
て
運
航
停
止
に

追
い
込
ま
れ
た
も
の
の
、
受

注
残
を
多
く
抱
え
て
お
り
生

産
面
へ
の
影
響
は
ほ
ぼ
な
か

っ
た
。
ボ
ー
イ
ン
グ
は
、

年
末
に
月
産

機

現
在
は

７
機
程
度

と
い
う
増
産
目

標
の
達
成
に
向
け
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
各
社
に
対
応
を
要

請
。
日
本
企
業
も
そ
れ
に
応

じ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い

る
。

　
三
菱
重
工
業
や
川
崎
重
工

業
、
富
士
重
工
業
は
、
機
体

生
産
量
の
増
加
と
価
格
低
減

要
求
に
対
応
す
る
た
め
、
航

空
機
部
品
の
調
達
・
生
産
体

制
を
そ
れ
ぞ
れ
再
編
す
る
。

　
各
工
程
で
別
々
の
企
業
に

発
注
し
て
い
る
方
式
を
縮

小
、
い
く
つ
か
の
企
業
に
ま

と
め
て
発
注
す
る
「
多
工
程

一
括
発
注
」
と
呼
ぶ
方
法
に

移
行
し
た
り
、
物
流
に
ミ
ル

ク
ラ
ン

巡
回
集
荷

と
い

う
方
式
を
導
入
し
た
り
す

る
。
生
産
工
程
の
整
流
化

で
、
管
理
コ
ス
ト
を
下
げ
る

狙
い
だ
。

　
航
空
機
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
を
構
成
す
る
中
堅
・
中

小
企
業
は
、
機
械
加
工
や
表

面
処
理
と
い
っ
た
各
工
程
に

特
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
従
来
は
各
工
程
を
終
え

る
た
び
、
発
注
元
の
航
空
機

関
連
大
手
メ
ー
カ
ー
に
仕
掛

品
を
持
ち
込
ん
で
、
登
録
を

受
け
て
か
ら
次
工
程
の
企
業

に
運
ぶ
。
部
品
が
発
注
側
と

受
注
側
を
何
度
も
行
き
来
す

る
こ
と
か
ら
「
ノ
コ
ギ
リ

型
」
と
言
わ
れ
、
効
率
の
悪

さ
を
指
摘
す
る
向
き
が
多
か

っ
た
。

　
３
社
の
取
り
組
み
は
こ
う

し
た
非
効
率
の
解
消
を
狙
っ

た
も
の
だ
。
手
法
は

各
社

各
様

だ
が
、
航
空
機
産
業

の
規
模
拡
大
に
対
応
す
る
た

め
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
改

革
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。

　
国
や
行
政
も
、
引
き
続
き

航
空
機
産
業
を
成
長
分
野
に

位
置
付
け
、
重
点
支
援
し
て

い
る
。
愛
知
・
岐
阜
両
県
は

年
に
国
際
戦
略
総
合
特
区

「
ア
ジ
ア
Ｎ
ｏ．

１
航
空
宇

宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
特

区
」
に
選
ば
れ
、
今
年
６
月

に
は
三
重
県
も
区
域
拡
大
を

申
請
。

　
中
部
経
済
産
業
局
が
主
催

し
、
中
部
を
中
心
と
す
る
産

学
官
が
参
加
す
る
「
航
空
宇

宙
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
育
成
支
援
の

一
環
と
し
て

年
２
月
に
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
か
れ
る
ア

ジ
ア
最
大
規
模
の
航
空
宇
宙

展
に
共
同
ブ
ー
ス
を
出
展
す

る
。

　
中
部
全
体
の
取
り
組
み
に

加
え
、
各
県
で
は
独
自
の
支

援
策
も
進
ん
で
い
る
。
愛
知

県
は

年
度
、
航
空
宇
宙
関

連
産
業
の
製
造
業
が
、
指
定

す
る
区
域
に
新
規
立
地
す
る

場
合
に
不
動
産
取
得
税
を
免

除
す
る
制
度
を
新
設
。
７
月

に
は
同
制
度
の
適
用
第
１
号

と
し
て
、
放
電
精
密
加
工
研

究
所
が
小
牧
市
に
航
空
機
エ

ン
ジ
ン
部
品
の
新
工
場
を
建

設
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
岐
阜
県
な
ど
が
出
資
す
る

第
三
セ
ク
タ
ー
の
ブ
イ
・
ア

ー
ル
・
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

岐
阜
県
各
務
原
市

は
７

月
上
旬
、
航
空
機
組
み
立
て

の
実
習
施
設
を
開
設
。
民
間

機
の
増
産
で
作
業
者
が
今
後

大
量
に
必
要
に
な
る
中
、
中

堅
・
中
小
企
業
の
作
業
者
を

育
て
る
。
ま
ず
は
新
人
技
術

者
を
対
象
に
、
年
間
１
０
０

人
の
育
成
を
目
指
す
。

　
三
重
県
で
は

年
７
月
、

県
内
企
業
を
中
心
と
し
て
航

空
機
産
業
に
関
す
る
研
究
会

が
発
足
。
現
在
は

社
が
参

加
す
る
。
活
動
２
期
目
に
入

る
今
年
度
は
、
東
レ
の
炭
素

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

製
造
拠
点
や

米
シ
ア
ト
ル
に
あ
る
ボ
ー
イ

ン
グ
の
主
力
工
場
の
視
察
な

ど
を
中
心
に
計
画
。
新
規
参

入
を
目
指
す
企
業
を
少
し
で

も
増
や
す
こ
と
を
目
指
す
。

　
中
部
各
県
な
ど
で
構
成
す

る
航
空
宇
宙
産
業
特
区
の
推

進
協
議
会
は
、

年
に
７
０

０
０
億
円
だ
っ
た
航
空
宇
宙

産
業
の
域
内
生
産
高
を
、

年
に
は

％
増
の
９
０
０
０

億
円
に
引
き
上
げ
る
目
標
を

掲
げ
る
。

　
産
学
官
を
挙
げ
て
競
争
力

を
底
上
げ
し
、
産
業
集
積
地

と
し
て
の
存
在
感
を
さ
ら
に

高
め
る
考
え
だ
。


